要領様式第５号
景観形成基準適合状況確認書(先導的な景観形成地区)

　本書は，下記の事項に注意して記載し，景観計画区域内における行為の届出書等に添付してください。
・計画について，景観形成基準の各項目について，どの様に配慮したか具体的に記載してください。
・配慮したことを明確に示すのに，必要に応じ図面を添付してください。
・配慮することができなかった場合は，その理由を具体的に記載してください。
	【行為の種類】
□建築物〔　　　　　　　　　　〕
□工作物〔　　　　　　　　　　〕
□開発行為
□屋外における物件の堆積
	　
	届出者
	住所
氏名
	　

	
	
	設計者
	住所
氏名
	　


1　先導的な景観形成地区における建築物
	項目
	基準の内容
	　　　　配慮したこと又は配慮できなかった理由

	位置及び規模
	①建築物の位置及び規模は，周辺の景観との調和や連続性に配慮する。
	　

	
	②建築物の位置が道路，公園等公共的な空間に接する場合，歩行者等に圧迫感や威圧感を与えないよう配慮する。（隣接部分の高さを抑える，オープンスペースを設けるなど）
	　

	
	③延床面積が1,000㎡を超える建築物の位置は，歩行者等に圧迫感や威圧感を与えないために，道路側に側壁面が位置しないよう配慮する。
	　

	
	④建築物の高さは，歴史的建造物と調和した景観を創出するため，10ｍ以下とする。
	　

	
	⑤建築物の位置は，水辺に近接する場合，公共性を確保しつつ水辺の景観との調和や親水性に配慮する。
	　

	形態意匠
（共通）
	①歴史的な建造物等に近接する場合は，歴史的景観を損なうことのないよう配慮する。
	　

	
	②壁面や屋上の設備は露出しないよう設置し，やむを得ず露出する場合は建築物と調和させ，公共的な空間から視認できる範囲は緑化する。
	　

	形態意匠
（朝日地区）
	①建築物の形態意匠は，当該地区の緑豊かな地域の文化を反映した里山景観に配慮し，公共的な空間から視認できる範囲を和風とする。また，周辺の景観との調和や連続性に配慮するとともに，建築物全体として統一感のあるものとするよう配慮する。
	　

	
	②屋根は瓦，茅葺き，または瓦に似た意匠とする。また，事業所，工場等で屋外階段，バルコニー等を設ける場合も，建築物本体との調和に配慮する。
	　

	形態意匠
（沿線※）
	①建築物の形態意匠は，当該地区の周辺の良好な里山景観へと続く田園と樹林地との調和や連続性に配慮するとともに，建築物全体として統一感のあるものとするよう配慮する。
	　

	
	②屋根・屋上は建築物本体との調和に配慮する。また，屋外階段，バルコニー等を設ける場合も，同様に配慮する。
	　

	色彩
	（朝日地区）
①建築物の外壁及び屋根のベースカラーは，無彩色とする。やむを得ず無彩色以外とする場合でも，以下の表に基づく色彩とする。
	

	
	（沿線※）
①建築物の外壁及び屋根のベースカラーは，以下の表に基づく色彩とする。
	

	
	基準を超えない色彩でも，長大な壁面等で周辺景観への影響が大きいと判断される場合や，屋外広告物を想起するような色彩の場合は，明度や彩度，配色の工夫，緑化等により周辺の景観との調和に配慮する。また，アクセントカラー（誘目性の高い色彩）は周辺の景観との調和に配慮し，慎重に用いる。
ただし，歴史的価値又は文化的価値の高い建築物や，地域の良好な景観形成に貢献すると判断される建築物や，表面に着色を施していない木材や土壁，漆喰等の自然素材等の素材色は，この基準を適用しない。
	　

	
	　
	色相
	R
	YR
	Y
	GY
	G
	BG
	B
	PB
	P
	RP
	　
	

	
	
	明度
	2以上
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	
	

	
	
	彩度
	4以下
	－
	
	

	
	(日本工業規格Z8721に定めるマンセル表色系による)
	

	材料
	①建築物の材料は，周辺の景観との調和や連続性に配慮する。
	　

	
	②耐久性に優れ，時間とともに周辺景観に溶け込む素材の活用に配慮する。
	　

	
	③光沢性のある素材や，反射光の生じる素材を壁面の過半にわたって使用することのないようにする。
	　

	外構・植栽
	①延床面積が1,000㎡を超える建築物では，公共的な空間に接する範囲に中・低木を植栽し，周辺環境に配慮する。
	　

	
	②駐車場・駐輪場は，道路等の公共的な空間から見えにくい構造や位置とし，公共的な空間に接している範囲は植栽等により修景措置を講じる。
	　

	
	③塀，柵，門等を設置する場合は，周辺の景観との調和や連続性に配慮するとともに，道路等の公共的な空間に威圧感を与えることのないよう配慮する。また，生垣などできる限りの緑化に配慮する。

	　

	
	④敷地内は，周辺の自然との調和に配慮し，高木・中木・低木の適切な配置に努め，できる限り緑化する。その際，既存の樹木がある場合は，その活用に配慮する。また，地域で親しまれている樹木を選択するなど，周辺の植生との調和に配慮する。
	

	その他
	③ごみ集積所，自動販売機，その他設置物等を設置する場合には，建築物全体や周辺景観との調和に配慮する。特に自動販売機は，周辺の歴史的景観や自然景観に配慮し，茶や黒系統等，落ち着いた色彩のものとする。
	

	
	②広告物，サイン等は建物本体の形態意匠や色彩，周辺景観と調和する配置，形態意匠となるよう工夫する。
	

	
	③照明設備の設置にあたっては，落ち着きのある適度な明るさとなるよう配慮するとともに，回転，ネオン管，サーチライト等の光による過剰な演出をしないものとする。
	


2　先導的な景観形成地区における工作物
	項目
	基準の内容
	　　　　配慮したこと又は配慮できなかった理由

	位置及び規模
	①工作物の位置及び規模は，周辺の景観との調和や連続性に配慮する。
	　

	
	②工作物の位置は，公園等公共的な空間に接する場合，公共的な空間に威圧感を与えることのないよう，公共的な空間から視認できる範囲を緑化する。
	　

	
	③工作物の高さは，歴史的建造物と調和した景観を創出するため，原則10ｍ以下とする。
	

	
	④工作物を建築物と一体で建設する場合には，建築物本体と統一感のある形態意匠とする配慮する。
	

	
	⑤工作物の位置及び規模は，本市の主要な眺望点からの眺望や，主要な観光資源を阻害することがないよう配慮する。
	

	
	⑦工作物の位置は，水辺に近接する場合には公共性を確保しつつ，水辺の景観との調和や親水性に配慮する。
	　

	色彩
	周辺の歴史的建築物や景観との調和に配慮し，以下の表に基づく色彩とする。そのうちベースカラーの色相は，Y，YR，R系統のものとする。また，彩度が高い等，誘目性の高い色彩は，アクセントカラーとして建物及び周辺景観との調和に配慮し，慎重に用いる。
	　
　

	
	　
	色相
	R
	YR
	Y
	GY
	G
	BG
	B
	PB
	P
	RP
	　
	

	
	
	明度
	2以上
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	
	

	
	
	彩度
	4以下
	－
	
	

	
	(日本工業規格Z8721に定めるマンセル表色系による)
	


3　先導的な景観形成地区における開発行為
	項目
	基準の内容
	　　　　配慮したこと又は配慮できなかった理由

	方法等
	①長大なのり面や擁壁が生じないように，できる限り現況の地形をいかす。
	　

	
	②のり面はできる限りゆるやかな勾配とし，緑化等による修景措置を講じる。
	　

	
	③擁壁は自然石の石積み風の形態意匠，前面の緑化等により景観への影響の軽減に努め，周辺景観との調和に配慮する。
	　


4　先導的な景観形成地区の屋外における物件の堆積
	項目
	基準の内容
	　　　　配慮したこと又は配慮できなかった理由

	方法等
	①屋外における土石，廃棄物，再生資源その他の物件の堆積は，周辺の景観を乱さぬよう配慮し，可能な限り高さを抑え，積み上げ方等を整然とするよう配慮する。
	　

	
	②周辺から目立たぬよう，生垣等により遮蔽する。
	　


※沿線とはフルーツライン沿線，ふるさと農道沿線を指す。
